
発行　全国地域人権運動総連合 〒11６－0003 東京都荒川区南千住２－１６－６
TEL（03）5615－3395　FAX（03）5615－3396

頒価１部147円（送料63円）１ヵ年2520円（送料含む）
郵便振替　00190－7―371125

６/15 2021
No.1221

毎月15日発行
1972年９月18日　第三種郵便物認可
全国人権連ホームページ
http://zjr.sakura.ne.jp/

　コロナ禍のもと、検査、病床の拡充をはじめ、持続
化給付金や家賃支援給付金の第２弾の給付、生活困窮
者への10万円給付、雇用調整助成金のコロナ特例延
長、規制措置に伴う全ての損失は国が全面的に補償を。

人
権
連
大
分
県
連
が
具
体
的
行
動
を
論
議

歴
史
へ
の
向
き
合
い
方

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
⑫

京
都
橘
大
学
名
誉
教
授　

碓
井
　
敏
正

　

人
権
連
大
分
県
連
（
荒
木

ひ
ろ
子
会
長
）
は
５
月
12

日
、
大
分
県
宇
佐
市
内
で
２

か
月
に
１
度
の
県
連
役
員
会

を
開
き
、
懸
案
の
①
大
分
県

に
よ
る
旧
同
和
地
区
へ
の
視

察
研
修
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
）
問
題
②
部
落
差
別
解
消

推
進
課
を
男
女
共
同
参
画
課

へ
の
課
名
変
更
問
題
③
市
民

意
識
調
査
問
題
④
県
立
中
津

北
高
校
の
「
生
徒
差
別
発
言

問
題
」
な
ど
を
協
議
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
、
急
き
ょ
議
題
に

上
っ
た
の
は
、「
示
現
舎
」（
鳥

取
ル
ー
プ
）
が
県
立
中
津
北

高
問
題
を
大
分
県
教
委
へ
情

報
開
示
を
請
求
、
入
手
し
た

詳
細
な
デ
ー
タ
（
75
ペ
ー

ジ
）
を
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
、

「
全
国
化
」
し
た
問
題
で
す
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
修

に
つ
い
て
は
、大
分
県
が「
実

施
は
地
元
自
治
体
か
ら
の
要

請
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
人
権
連
と
し
て
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
受
け
入

れ
て
い
る
自
治
体
を
訪
問
、

研
修
の
実
態
や
自
治
体
当
局

の
意
向
な
ど
を
聴
取
、
時
代

錯
誤
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

研
修
の
中
止
を
要
請
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
対
象
自
治

体
の
人
権
連
関
係
の
議
員
と

日
程
を
協
議
、
６
月
議
会
の

終
了
後
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

行
政
の
市
民
意
識
調
査
の

問
題
で
は
、「
部
落
の
起
源

を
問
う
」
設
問
項
目
で
「
人

種
が
違
う
」
と
い
う
選
択
肢

を
挙
げ
て
い
る
（
宇
佐
市
の

例
）
こ
と
は
、
非
科
学
的
な

偏
見
を
誘
発
し
、
差
別
を
掘

り
お
こ
し
拡
大
・
固
定
化
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
設
問
項
目
の
削
除
を
求
め

る
と
し
ま
し
た
。

　

中
津
北
高
問
題
で
は
、
中

津
市
議
の
荒
木
会
長
の
調
査

で
、
こ
の
間
、「
解
同
」
と

県
教
委
と
折
衝
し
て
き
た
当

事
者
の
校
長
、
教
頭
、
事
務

長
が
異
動
で
そ
ろ
っ
て
転

出
。
新
年
度
か
ら
県
教
委
の

同
和
対
策
担
当
者
が
派
遣
さ

れ
る
な
ど
、「
差
別
事
件
」
に

忖
度
し
た
人
事
配
置
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
示
現
舎
」
が
生

徒
発
言
問
題
を
ネ
ッ
ト
に
ア

ッ
プ
し
、
全
国
化
し
た
こ
と

に
つ
い
て
県
人
権
連
は
、
問

題
の
も
み
消
し
で
は
な
く
県

教
委
と
高
校
側
に
事
実
確
認

を
求
め
、
講
師
の
川
口
泰
司

「
解
同
」
山
口
県
連
書
記
長

の
講
演
内
容
で
、
生
徒
に
発

言
を
誘
発
す
る
言
辞
を
使
っ

た
か
ど
う
か
の
有
無
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
次

回
役
員
会
ま
で
に
各
自
治
体

　

水
平
社
が
創
立
さ
れ

て
、
来
年
３
月
で
１
０
０

年
を
迎
え
る
。
１
０
０
年

は
歴
史
を
振
り
返
り
、
今

後
の
人
権
運
動
を
考
え
る

良
い
機
会
で
あ
る
。
た
だ

問
題
は
ど
の
よ
う
な
視
点

で
過
去
と
向
き
合
う
か
で

あ
る
。
か
つ
て
歴
史
家
の

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
が
、「
歴

史
と
は
現
在
と
過
去
と
の

絶
え
ざ
る
対
話
で
あ
る
」

と
述
べ
た
が
、
歴
史
研
究

は
現
在
的
問
題
意
識
を
欠

く
場
合
に
は
、
単
な
る
過

去
の
詮
索
に
終
始
す
る
こ

と
に
な
る
。

特
に
現
代

は
、
部
落
問
題
が
基
本
的

に
解
決
す
る
一
方
で
、
貧

困
・
格
差
問
題
や
民
族
問

題
な
ど
、
新
た
な
人
権
課

題
が
生
ま
れ
て
い
る
だ
け

に
、
特
に
そ
う
感
じ
る
の

で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
１
０
０
年
前

の
水
平
社
の
結
成
と
宣
言

を
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
は

ど
う
受
け
止
め
、
ま
た
そ

こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
訓

を
導
き
出
す
べ
き
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
れ
を

「
理
念
」
と
「
運
動
」
と

の
相
違
と
分
裂
と
い
う
視

点
か
ら
問
題
と
し
た
い
。

運
動
の
原
点
で
あ
る
理
念

と
、
現
実
の
運
動
と
の
間

に
は
、
大
き
な
乖
離
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
水

平
社
の
宣
言
は
、
被
差
別

部
落
の
民
衆
自
身
に
よ

る
、
日
本
に
お
け
る
最
初

の
人
権
宣
言
と
し
て
評
価

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の
後
の
運
動
に
お

け
る
分
裂
と
抗
争
、
さ
ら

に
一
部
幹
部
の
戦
時
体
制

へ
の
協
力
な
ど
、
負
の
歴

ん
こ
れ
は
、
部
落
解
放
運

動
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は

な
い
が
。

　

や
や
話
は
大
き
く
な
る

が
、
理
念
と
現
実
の
運
動

と
の
乖
離
は
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
後
の
政
治
的
現
実
が

よ
く
示
し
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
民
衆
の
蜂
起
に

よ
る
革
命
が
成
功
し
、
議

会
で
「
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣

言
」
が
出
さ
れ
る
が
（
１

７
８
９
年
）
、
そ
の
後
、

革
命
を
主
導
し
た
ジ
ャ
コ

バ
ン
派
に
よ
る
独
裁
的
恐

怖
政
治
の
下
で
、
多
く
の

フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入
れ
の

自
治
体
へ
中
止
の
要
請

の
同
和
関
連
予
算
な
ど
の
資

料
を
収
集
し
、
各
自
治
体
の

同
和
行
政
の
実
態
を
把
握
し

て
10
月
の
対
県
交
渉
に
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
人
権
連
機
関
紙

「
地
域
と
人
権
」
の
拡
大
普

及
に
取
り
組
む
こ
と
も
確
認

し
ま
し
た
。

人
々
の
命
が
失
わ
れ
た
。

　

人
間
の
平
等
な
権
利
を

謳
っ
た
人
権
宣
言
を
読
む

限
り
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

の
よ
う
に
、
意
見
の
異
な

る
仲
間
の
命
ま
で
簡
単
に

奪
う
こ
と
は
、
想
像
も
で

き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
暗
い
歴
史
的
事

実
の
裏
に
は
、
自
ら
の
主

張
の
絶
対
化
と
、
組
織
の

論
理
・
利
害
の
独
走
が
あ

る
。
戦
後
の
部
落
解
放
同

盟
の
よ
う
に
、
部
落
排
外

主
義
的
立
場
か
ら
、
八
鹿

高
校
事
件
の
よ
う
な
刑
事

事
件
を
起
こ
し
た
組
織
の

存
在
を
考
え
る
と
き
、
こ

れ
は
遠
い
過
去
の
こ
と
と

は
言
い
切
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
克

服
し
な
が
ら
人
権
組
織
が

効
果
的
に
活
動
し
、
社
会

に
影
響
を
与
え
る
に
は
何

が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
問
わ
れ
る
の
が

組
織
の
あ
り
方
、
特
に
組

織
を
支
配
す
る
文
化
で
あ

る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

多
様
な
意
見
が
自
由
に
表

明
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が

な
さ
れ
る
組
織
文
化
が
重

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀

で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
が
、
水
平
社
の
理
念
が

引
き
継
が
れ
る
た
め
に

は
、
人
権
が
あ
ら
ゆ
る
領

域
で
浸
透
し
、
人
々
の
行

動
の
基
準
と
な
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
人
権
は
、
あ
ら
ゆ

る
政
治
的
、
社
会
的
行
動

の
基
本
原
理
だ
か
ら
で
あ

る
。

史
も
含
め
て

総
括
し
な
い

限
り
、
そ
の

意
義
を
現
在

に
生
か
す
こ

と
は
で
き
な

い
。
も
ち
ろ

脅
さ
れ
て
、２
千
万
円
用
意

し
た
の
が
差
別
？

�

怪
奇
な
差
別
落
書
き
事
件

大分

　

大
分
県
耶
馬
溪
町
（
合
併

後
、
現
在
は
中
津
市
）
で
１

９
８
０
年
３
月
、
な
ん
と
も

不
思
議
な
「
部
落
差
別
落
書

き
事
件
」
が
発
生
し
ま
し

た
。
５
月
12
日
、
人
権
連
大

分
県
連
役
員
会
に
参
加
し
た

三
上
英
範
中
津
市
議
の
報
告

を
紹
介
し
ま
す
。

　

同
市
議
に
よ
れ
ば
『
民
報

耶
馬
溪
』（
１
９
８
０
年
４

月
20
日
発
行
）
で
、
耶
馬
溪

町
観
光
地
の
ト
イ
レ
で
「
差

別
落
書
き
」
を
「
解
同
」
の

「
会
員
」
が
発
見
。「
解
同
」

は
発
見
者
の
氏
名
を
明
ら
か

に
し
な
い
で
、
８
時
間
徹
夜

で
脅
迫
、町
側
に「
２
千
万
円

出
す
」と
約
束
さ
せ
ま
し
た
。

　

「
解
同
」
が
発
見
し
た
と

い
う
ト
イ
レ
の
「
落
書
き
」

は
３
月
31
日
夜
、「
解
同
」

が
町
幹
部
に
確
認
さ
せ
、
そ

の
翌
日
、
何
者
か
に
よ
っ
て

消
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
側
は
約
束
の
日
に
現
金

２
千
万
円
を
持
参
し
ま
し
た

が
、「
解
同
」
側
か
ら
は
誰

　

町
は
こ
の
恐
喝
未
遂
事
件

を
中
津
署
に
報
告
、
調
査
を

依
頼
し
ま
し
た
が
、
警
察
は

捜
査
を
う
や
む
や
に
し
た
と

い
い
ま
す
。

　

町
は
こ
の
「
落
書
き
事

件
」
の
経
過
を
大
分
県
同
和

対
策
室
に
報
告
。
県
同
対
室

と
「
解
同
」
県
連
幹
部
７
人

が
耶
馬
溪
町
で
「
確
認
会
」

を
行
い
、
被
害
を
う
け
た
町

側
に
「
金
で
差
別
事
象
を
解

決
し
よ
う
と
し
た
町
の
考
え

方
は
、
差
別
糾
弾
の
対
象
に

な
る
」と
逆
ね
じ
、差
別
糾
弾

学
習
会
を
町
が
受
け
る
よ
う

に
指
導
を
強
要
し
ま
し
た
。

　

な
ん
と
も
不
思
議
な
落
書

き
事
件
で
す
。「
解
同
」
か
ら

「
差
別
落
書
き
」と
脅
さ
れ
、

言
い
な
り
に
大
金
を
用
意
し

た
ら
、
そ
れ
が
差
別
と
は
解

せ
ま
せ
ん
。三
上
市
議
は「
い

ま
、
起
こ
っ
て
い
る
あ
る
高

校
の
差
別
事
件
は
、
40
年
前

の
こ
の
事
件
と
本
質
は
同
じ

と
思
う
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。「
解
同
」の
行
政
、地
域
支

配
の
問
題
が
今
後
の
人
権
運

動
の
課
題
で
す
が
、
大
分
県

連
は
「
県
や
市
当
局
の
行
政

の
主
体
性
こ
そ
問
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。

も
来
な
か
っ
た

と
、
当
時
の
事

情
を
知
る
町
民

の
証
言
が
あ
り

ま
す
。
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